
自己評価結果表【タイプB】（母子生活支援施設）

共通評価基準（45項目）Ⅰ　支援の基本方針と組織
１　理念・基本方針

（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。
自己

評価結果

①

1 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 b

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。
自己

評価結果

①
2 施設経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されてい
る。

c

②

3 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 b

３　事業計画の策定

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。
自己

評価結果

①

4 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。 c

②

5 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。 c

（２）　事業計画が適切に策定されている。 自己
評価結果

①
6 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行わ
れ、職員が理解している。

b

②

7 事業計画は、母親と子どもに周知され、理解を促している。 b

４　支援の質の向上への組織的・計画的な取組

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 自己
評価結果

①

8 支援の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。 b

②
9 評価結果にもとづき施設として取り組むべき課題を明確にし、計
画的な改善策を実施している。

b

Ⅱ　施設の運営管理
１　施設長の責任とリーダーシップ

自己
評価結果

①
10 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図って
いる。

b

②

11 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。 b

（２）　施設長のリーダーシップが発揮されている。
自己

評価結果

①

12 支援の質の向上に意欲をもちその取組に指導力を発揮している。 b

②
13 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮してい
る。

b

２　福祉人材の確保・育成
自己

評価結果

①
14 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、
取組が実施されている。

b

②

15 総合的な人事管理が行われている。 c

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。 自己
評価結果

①
16 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取り組
んでいる。

b

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 自己
評価結果

・休みも取りやすく、ライフワークに配慮されている。
・横のつながり、学んでみようとする気持ちが少ない。
・福利厚生が充実してないと感じる。
・上司に相談できる環境はとてもありがたい。

【判断した理由・特記事項等】

・経営課題の具体的な取り組みの内容が分かりにくい。

・策定されていない

・事業計画は作成されている。

・利用者と子どもに事業計画を周知していない。
・掲示物や配布物は工夫している。

・PDCAサイクルより、職員の思いが強い。
・利用者のニーズに合わせた支援を行い、日々検討し
　ているが利用者に通じないことがある。

・職員間での課題の共有ができていない。
・課題の改善までつながりにくい。
・評価結果に基づく計画的な取り組みができていない。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・事業計画の周知方法に工夫が必要である。

・法人規程には記載されているが、具体的な計画がわからない。
・保育士以外の専門職の配置が望まれる。（社会福祉士、看護師等）

・総合的な人事管理は行われている。
・法人内の異動があるため将来の姿が想像しづらい。
・期待できる職員像に近づいているか分からない。

（１）　施設長の責任が明確にされている。 【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・職員の判断を尊重してくれる。

・法令の把握、取り組みは弱い。

・支援を後押ししてもらえるのが嬉しい・施設長が定期的に変わる
　ので、短期間での把握が難しいのではないか。
・施設長が総括すること見守りが多いが、施設長を筆頭に支援の質
　をもっと考える機会が欲しい。

・予算の使い方の説明はあるが、使用例をもっと知りたい。
・実効性を高めるために指導してくれる。

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・パンフレットの在庫に添付する。
・職員の行動規範が具体的ではない。
・理念や基本方針は掲示があるが周知するうえで工夫が必要。
・引継の時間や会議で確認することを検討する。

・各種福祉計画の分析ができていないのではないか。
・施設の財政状況（予算・決算）を認識した事務執行に努める。



①

17 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 b

②
18 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研
修が実施されている。

b

③

19 職員一人ひとりの教育・研修等の機会が確保されている。 b

（４）　実習生等の支援に関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。
自己

評価結果

①
20 実習生等の支援に関わる専門職の研修・育成について体制を整備
し、積極的な取組をしている。

b

３　運営の透明性の確保
自己

評価結果

①

21 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。 b

②
22 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われて
いる。

a

４　地域との交流、地域貢献
自己

評価結果

①

23 母親、子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。 b

②
24 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立
している。

b

（２）　関係機関との連携が確保されている。 自己
評価結果

①
25 施設として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適
切に行われている。

b

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。 自己
評価結果

①

26 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。 c

②
27 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われてい
る。

c

Ⅲ　適切な支援の実施
１　母親と子ども本位の支援

（１）　母親と子どもを尊重する姿勢が明示されている。 自己
評価結果

①
28 母親と子どもを尊重した支援の実施について共通の理解をもつた
めの取組を行っている。

b

②
29 母親と子どものプライバシー保護に配慮した支援が行われてい
る。

b

（２）　支援の実施に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 自己
評価結果

①
30 母親と子どもに対して支援の利用に必要な情報を積極的に提供し
ている。

b

②
31 支援の開始・過程において母親と子どもにわかりやすく説明して
いる。

b

③
32 支援の内容や措置変更、地域・家庭への移行等にあたり支援の継
続性に配慮した対応を行っている。

a

（３）　母親と子どもの満足の向上に努めている。
自己

評価結果

①
33 母親と子どもの満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を
行っている。

b

（４）　母親と子どもが意見等を述べやすい体制が確保されている。 自己
評価結果

①

34 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。 b

②
35 母親と子どもが相談や意見を述べやすい環境を整備し、母親と子
どもに周知している。

b

③
36 母親と子どもからの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応
している。

b

・地域のニーズの把握に努めてはいない。
・インケアで精一杯のため、施設の持つ機能を地域へ還元できていない。
・地域の関りは少ないと思うが具体的にどうしたらいいのかわからない。

・地域に向けた日常的なコミュニケーションは、コミュニケーションを拒む利用者もいて、
　難しさを感じる。
・地域との希薄を感じる。　・職員が地域に顔を覚えてもらう必要がある。
・地域とのかかわり方がわからない。

・地域に対する取り組みは弱い。
・清掃、防災関係での事業活動をもっと行う必要がある。（町内会とか）
・防災訓練や被災時の安全・安心にについては考えられている。

・理念や基本方針は、いつでも見れるようになっていて実践は職員の対応を見て学んでい
　る。
・共通の理解を持つため、母子の尊重や人権について再認識する機会が少ない。
・倫理綱領に基づき行っているが、確認やチェックは行われていない。

・他利用者に話したり、本人が話していないのに周りから聞こえて
　きたりともれている。
・プライバシーを守るようにしているが、相談室でも声が漏れる。
・プライバシー保護のための職員の姿勢にばらつきがある。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・職員の育成に向けた取り組みが弱い。
・期待する職員像が分からず目標が立ちづらい。

・役職が自覚できるような役職に合った研修計画があると
　いいと思う。

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得について一覧にしたものがほしい。
・計画されたOJTはあるものの、新任の個別OJTが不足している。
・受けた研修は生かす必要がある。

・マニュアルで基本姿勢を明文化しているが分からない職員もいる。
・ボランティアの研修はないが、説明は行っている。

・ボランティアは学習会、納涼会にとどまっている。

・外部監査は毎月行われている。
・指導監査、内部監査が適切に行われている。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・入所時に説明していても理解していない場合がある。
・必要な情報は提供している。見学者へも対応している。
・パンフレットの見直しを検討する必要を感じる。（外国人への対応、わかりやすさなどの
　工夫を）
・パンフレットには写真や目的が記載され、施設の内容をイメージしやすい。

・相談や意見に対しての対応は丁寧に行っている。　　・対応により職員に差がある。
・マニュアルの定期的な見直しが必要である。

・調査結果後の取り組みの検討が必要である。
・関係が希薄な子どももいるのではないか。

・支援の開始、過程において子どもの同意の書面はない。
・意思決定の困難な母親と子どもへの配慮についてルール化されているのかわからない。
・誰でも同じ対応をすることや互いに助け合うことが必要である。
・工夫や配慮は努力している。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・相談室が居心地よい場所になるよう雑誌やダイエット機などの利用も行えるようになって
　いる。
・言葉で伝えるが掲示はしていないなど、相談しやすい環境への工夫は必要。
・互いの情報や近況交換が不足している。
・担当外の職員にも相談できる環境、機能を作る必要がある。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・実習指導者研修が必要と考える。
・利用者と職員のかかわりが見られるプログラムの導入が
　あってもよいと思う。
・受け入れ態勢はよいと思う。

・HPは定期的な更新はなく魅力に欠けるうえ、情報発信に
　なっていない。更新が必要。
・Fecebookの検討もよいのではと思う。
・地域の発信はほとんどしていない。

・活用されておらず浸透していないと思う。
・活用しづらい造りとなっている（投書箱が事務室の前にあ
　るなど）
・苦情を申し出しやすいよう、工夫や整備が必要である。

・文書も渡しているし、説明もしているが、退所支援を充実
　させてもよいのではと感じる。
・社会資源を活用し、退所後の不安をすくなくすることやア
　フターケアの計画、相談は行っている。

・関係機関との情報交換は行っているが具体的な解決に向け
　て協働できていない。
・活用できる地域資源の把握が不十分。
・地域のつながりを強化する取り組みを行う必要がある。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



（５）　安心・安全な支援の実施のための組織的な取組が行われている。
自己

評価結果

①
37 安心・安全な支援の実施を目的とするリスクマネジメント体制が
構築されている。

b

②
38 感染症の予防や発生時における母親と子どもの安全確保のための
体制を整備し、取組を行っている。

b

③
39 災害時における母親と子どもの安全確保のための取組を組織的に
行っている。

b

２　支援の質の確保

（１）　支援の標準的な実施方法が確立している。 自己
評価結果

①
40 支援について標準的な実施方法が文書化され支援が実施されてい
る。

b

②

41 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。 c

（２）　適切なアセスメントにより自立支援計画が策定されている。 自己
評価結果

①
42 アセスメントにもとづく個別的な自立支援計画を適切に策定して
いる。

a

②

43 定期的に自立支援計画の評価・見直しを行っている。 a

（３）　支援の実施の記録が適切に行われている。 自己
評価結果

①
44 母親と子どもに関する支援の実施状況の記録が適切に行われ、職
員間で共有化されている。

b

②

45 母親と子どもに関する記録の管理体制が確立している。 b

　

内容評価基準（25項目）Ａ－１　母親と子どもの権利擁護、最善の利益に向けた養育・支援

（１）　母親と子どもの権利擁護 自己
評価結果

①

A1 母親と子どもの権利擁護に関する取組が徹底されている。 b

（２）　権利侵害への対応 自己
評価結果

① A2 いかなる場合においても、職員等による暴力や脅かし、人格的辱
め、心理的虐待、セクシャルハラスメントなどの不適切なかかわり
が起こらないよう権利侵害を防止している。

b

②
A3 いかなる場合においても、母親や子どもが、暴力や脅かし、人格
を辱めるような不適切な行為を行わないよう徹底している。

b

③
A4 子どもに対する暴力や脅かし、人格を辱めるような不適切なかか
わりの防止と早期発見に取り組んでいる。

b

（３）　母親と子どもの意向や主体性の配慮
自己

評価結果

① A5 母親や子どもが、自分たちの生活全般について自主的に考える活
動（施設内の自治活動等）を推進し、施設における生活改善に向け
て積極的に取り組んでいる。

c

（４）　主体性を尊重した日常生活 自己
評価結果

①
A6 日常生活への支援は、母親や子どもの主体性を尊重して行ってい
る。

b

②
A7 行事などのプログラムは、母親や子どもが参画しやすいように工
夫し、計画・実施している。

a

（５）　支援の継続性とアフターケア 自己
評価結果

①
A8 母親と子どもが安定した生活を送ることができるよう、退所後の
支援を行っている。

b

Ａ－２　支援の質の確保

（１）　支援の基本
自己

評価結果

①
A9 母親と子どもそれぞれの個別の課題に対応して、専門的支援を
行っている。

b

（２）　入所初期の支援 自己
評価結果

① A10 入所に当たり、母親と子どもそれぞれのアセスメントに基づ
き、生活課題・ニーズを把握し、生活や精神的な安定に向けた支援
を行っている。

a

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・具体的な研修はされておらず足りない。
・職員による不適切な関わり行わないための支援技術を習得できるようにしたい。
・あまり重きこととして捉えていない気がする。
・不適切な関わりや権利侵害について職員間で防止、確認している。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・行事の評価を行い改善に向けている。
・楽しんで参加してもらえるようアイディアを出している。
・母と子の主体的な参画をもう少し高めたい　主体性を引き出したい。
・毎年の行事と、季節の行事が貼りだされていて楽しい内容になっている。

・アフターは行っているが、ケアの内容や期限の見直し。
・退所後の支援計画は作成されているがアフターケアとしての機能が活用されていない。
・未解決の中、退所するケースに関し、どこまでアフターで関われるかケースによっては
　３か月の枠にこだわらなくてもと思う。

・課題を明確にして専門的支援をする力　が弱い。
・専門職の配置を検討してほしい。（会計士、社会福祉士、精神保健福祉士）
・本来母が頑張るところまで手をかけている。（母の甘えもあり）
・母親と子どもの課題を正しく理解し、個々の気持ちに寄り添う支援を職員の姿を見て感じ
　ます。

【判断した理由・特記事項等】

・主体性を尊重した支援はあまり考えていないと思う。
・自尊心や強みから力を発揮できるような支援にはつながっていないように感じる。

・職員が統一して周知する。　　・勉強会は不足している。
・消毒、掃除が徹底している。
・掲示や口頭で伝えている。

・BCPを作定した。いざという時、職員一人でも動けるよう方法を知る必要性がある。
・安否確認の方法は利用者が重要性を持って日頃から理解、把握ができていることが必要。
・利用者の安否確認のやり方はもう少し検討の余地あり。
・周知や訓練はこれから行っていく。
・食料、備品の備蓄はあるが、期限確認がなく期限切れを起こしている。

・職員の経験や理解度の差があり、捉え方に違いあり。
・文書化はされているが理解は弱い。

・検証、見直しが定期的に実施されていない。
・母とは話すことが多いが子との関係はその時のみと思う。
・標準的な実施方法を見直しも含めて統一する必要がある。

【判断した理由・特記事項等】

・ケース会議や自立支援計画の話し合いにて適切なアセスメントが行われているのか判断が
　難しい。
・日頃からの話し合いでどんな状況にあるかの作業が不足。
・アセスメント用紙の更新が必要。わかりやすい項目に。
・困難ケースへの対応についての検討はその都度行っている。

・職員は相手を知り、もっと深くまで関わることが必要である。
・計画通りに支援が行われているかや、ニーズに合わせた支援についても話し合っている。
・見直しのポイントがあるとわかりやすい。
・時期を決めて実施されている。

・情報交換会、関係機関会議が行われている。
・記録の中身が薄い。
・PCネットワークで記録ファイルも行えるようになるといい
　かと思う。

・個人情報の管理はしっかりしているか。
・当たり前のことが分かっていても表面的にやられて
　いない。

【判断した理由・特記事項等】

・様々な配慮がされている。　・自立に向けて対応する。
・入所初期の支援は手厚く不安を軽減するように努めている。
・入所時、スムーズな生活に入れるよう環境づくりはできる限り行っている。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・リスクマネジメント体制がうまく機能していない。
・リスクマネジメント委員会はない。
・リスクマネジメント研修のフィードバックが必要。
・職員への周知、研修は足りない。

・子ども自身が自主的に活動ができるように支援が必要。
・職員からの案のみであり、母子から何か案が出てこない。
・母、子ともに活動はあるが自主的ではなく職員が引っ張っている。
・社会性を考えて支援はしているが、自主的に生活改善や成長に結びつけて考えを養えていくところま
でつながっていない。

・関わりづらくなったりしている。
・会議等で取り上げて見逃さないようにしている。
・暴力や脅かしのないように、また、起きたらしっかり対応している。
・不適切な行為の防止について具体的な例を示していないので、例を示しながら日常的に会
　議等で取り上げていきたい。

・アドバイスが入らないケースもあり苦慮している。　・職員の理解度、技量に差がある。
・子どもが身を守る術を学習するには、わかば会、学習会などを利用して機会を設けたらよ
　いか。　・職員は生活の中での会話を日々とったり、部屋の様子の把握に努めている。
・コミュニケーションを密に取り合い、味方であることの発信をしている。

・マニュアルはあるが、周知は不十分　具体的な取り組みはない。
・職員の理解が足りない。
・職員の検討や、理解、周知するための機会は定期的に設定されていない。
・防止するための早期発見の具体的取り組みを行っていない。
・行政・福祉サービスと連携を図っている。



（３）　母親への日常生活支援
自己

評価結果

①
A11 母親が、安定した家庭生活を営むために必要な支援を行ってい
る。

a

②
A12 母親の子育てのニーズに対応するとともに、子どもとの適切な
かかわりができるよう支援している。

b

③

A13 母親が安定した対人関係を築くための支援を行っている。 a

（４）　子どもへの支援 自己
評価結果

①
A14 健やかな子どもの育ちを保障するために、養育・保育に関する
支援を行っている。

b

②
A15 子どもが自立に必要な力を身につけるために、学習や進路、悩
み等への相談支援を行っている。

b

③ A16 子どもに安らぎと心地よさを与えられるおとなとのかかわり
や、子どもどうしのつきあいに配慮して、人との関係づくりについ
て支援している。

b

④
A17 子どもの年齢・発達段階に応じて、性についての正しい知識を
得る機会を設け、思いやりの心を育む支援を行っている。

b

（５）　ＤＶ被害からの回避・回復 自己
評価結果

①
A18 母親と子どもの緊急利用に適切に対応する体制を整備してい
る。

b

② A19 母親と子どもの安全確保のために、ＤＶ防止法に基づく保護命
令や支援措置が必要な場合は、適切な情報提供と支援を行ってい
る。

a

③
A20 心理的ケア等を実施し、ＤＶの影響からの回復を支援してい
る。

b

（６）　子どもの虐待状況への対応 自己
評価結果

①
A21 被虐待児に対しては虐待に関する専門性を持ってかかわり、虐
待体験からの回復を支援している。

b

（７）　家族関係への支援 自己
評価結果

①
A22 母親や子どもの家族関係の悩みや不安に対する相談・支援を
行っている。

a

（８）　特別な配慮の必要な母親、子どもへの支援 自己
評価結果

①
A23 障害や精神疾患、その他の配慮が必要な母親と子どもに対する
支援を適切に行い、必要に応じて関係機関と連携している。

a

（９）　就労支援 自己
評価結果

①

A24 母親の職業能力開発や就労支援を適切に行っている。 a

②
A25 就労継続が困難な母親への支援を行い、必要に応じて職場等と
の関係調整を行っている。

b

・関係機関の幅を広げ相談できる箇所を増やす必要がある。
・その人にとってより良い方向に行けるよう支援している。
・相談や助言をしながら、希望や調整を考えて支援につなげている

・アイディアを持ちいろいろな経験をさせたい。・地域をもっと活用させたい。・子どもへのプログラ
ム不足。・主体的に遊べるよう子ども達からの声を大事にしている
・放課後の子どもの活動プログラムについては、もう少し充実したものに工夫していけると思う。

・学習ボランティアは活用しているが高学年や中高生への支援がない。（本人のやる気もあり、難し
い。）
・学習の動機づけが弱い。

・一番身近にいる母親がモデルとなっていない。
・専門的なプログラムに基づいた、グループワークは取り入れていない・外部で沢山の大人を知ること
は大切だが、1番は家庭や母親であることを母子ともに理解させていくことが大事。・意識的に伝えそ
の能力が向上するような支援はできていない・共通の話題を見つけ明るく楽しい会話を心掛ける。又、
保育時の触れ合いを楽しみ関係を柔和なものにしていく。

・まだまだ知識が不足している。・職員間で学習会は行って
　いる。・その都度質問には答えている。
・わかば会では性については行っている。
・性教育マニュアルはあるが、存在が分からない人もいる。

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・就労活動の応援を行っている。
・就労の支援は母のため子のためできるようにしている。
・情報提供や同行、相談を行っている。
・就労後についても全体でサポート体制を整えている。

・DVについては女相からの依頼がほとんどである。
・宿直職員を配置しているが、緊急時に対応できるか経験、練習がなくて不安もある。
・職員体制や環境により急な受け入れが難しいが施設の体制は整っている。

・DV加害者から危険が及ぶ可能性、その対応についてわから
　ない。
・勝手な判断はせず相談することが必要である。

【判断した理由・特記事項等】

・本人の同意を得て支援を行っている。
・公的機関、福祉サービスの活用。
・丁寧に行っていると思う。

【判断した理由・特記事項等】

・衣服の清潔保持や入浴などについては支援しづらい。
・将来に向けた貯蓄等の相談や支援も強化していく必要がある。
・必要な支援を提供しても受け入れない利用者もいる。

・発達課題について伝えていない　わかりやすい資料があるとなお
　よい。
・適切な関わりを示したり、伝えているが、伝わらない母親もいる
・こどもの泣き声や変わった様子を感じた時は職員に知らせている

・信頼関係を築き安心した生活が送れるようにこまめに声をかける・母親同士のトラブルは難しさがあ
る。・コミュニケーションを多くとり関係構築に努めている。　・室内での大きな音に対する苦情に速
やかに対応している・朝夕などの挨拶、会話をこまめにしている・魅力的な親子行事へ誘うポスターが
貼られ、各個人に申込用紙が配られている

【判断した理由・特記事項等】

【判断した理由・特記事項等】

・DVについて学び直す。
・カウンセリングにつながらないケースもある。
・一緒に考えたり相談しやすいよう、必要に応じた支援を行っている。
・自助グループや外部の支援団体は紹介していない。

【判断した理由・特記事項等】

・学習や余暇の時間等、子どもとの関わりの中で信頼や安心感を持って過ごせるよう、支援や見守りを
行っている。
・被虐待児に対する支援の専門性を高めるための職員研修等を行っていない。
・子ども一人一人の尊重は心掛けている。

・必要な際には応じて行っている。
・親子の間になかなか入れない時がある。


